
Admin UIを使用したプライムケーブルプ
ロビジョニングの設定

この章では、設定メニューのオプションを選択して実行するプライムケーブルプロビジョニ

ング設定タスクを説明します。

•サービスクラスの設定（1ページ）
•カスタムプロパティの設定（4ページ）
•デフォルトの設定（4ページ）
• DHCP条件の設定（19ページ）
•ファイルの管理（21ページ）
•プロビジョニングデータの発行（25ページ）
•プロパティの暗号化（26ページ）
• CRSの設定（27ページ）

サービスクラスの設定
プライムケーブルプロビジョニング Admin UIを使用して、顧客に提供するサービスクラス
を設定することができます。たとえば、異なる DOCSISサービスクラスと DOCSISオプショ
ンを関連付けることができます。プライムケーブルプロビジョニングAdmin UIを使用して、
選択されたサービスクラスを追加、変更、または削除します。

サービスクラスを設定するには、[Configuration（設定）] > [Class of Service（サービスクラ
ス）]をクリックします。

サービスクラスの追加

サービスクラスを追加するには。

ステップ 1 [ManageClass of Service（サービスクラスの管理）]ページから [Class of Service（サービスクラス）]ドロッ
プダウンリストからデバイスタイプを選択します。
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ステップ 2 [Add]をクリックします。

ステップ 3 新しいサービスクラスの名前を入力します。

ステップ 4 サービスクラスを変更する場合は、[Type（タイプ）]ドロップダウンリストからを選択します。たとえ
ば、DOCSISモデムに Gold-Classicと呼ばれる新しいサービスクラスを作成すると仮定します。サービス
クラス名としてGold-Classicを入力し、サービスタイプドロップダウンリストからDOCSISModemを選択
できます。

ステップ 5 [AssignDomain（ドメインの割り当て）]をクリックし、属するプロパティにドメインを選択します。[Apply]
をクリックして、変更内容を保存します。

ドメイン管理およびドメイン割り当てに関連するオプションは、デフォルトでは入力されていま

せん。詳細については、ドメインの追加を参照してください。

（注）

ステップ 6 [Add Propert（プロパティの追加）]をクリックし、プロパティを選択して、[プロパティ値（Property
Value）]フィールドに対応する値を入力します。たとえば、プロパティ名 /cos/docsis/fileを選択する場合、
[Property Value（プロパティ値）]フィールドに Gold-Classic.cmを入力し、この手順の残り部分を続行しま
す。

DOCSISモデムサービスクラスを追加するときに、以前追加されたファイル名の値を持つ
/cos/docsis/fileプロパティを指定する必要があります。このファイルは、このサービスクラスを持
つDOCSISデバイスのプロビジョニング時に使用されます。プライムケーブルプロビジョニング
は、モデムと互換性がもっともあるDOCSISバージョンを有効にするケーブルモデム設定ファイ
ルの自動選択を提供します。この機能を有効にするには、各 DOCSISレベルの 1つ、複数の設定
ファイルでサービスクラスを設定する必要があります。次のプロパティを使用して、DOCSISバー
ジョンに固有の設定ファイルを選択できます。

• /cos/docsis/file/1.0：DOCSIS 1.0に固有の設定ファイルを選択します。

• /cos/docsis/file/1.1：DOCSIS 1.1に固有の設定ファイルを選択します。

• /cos/docsis/file/2.0：DOCSIS 2.0に固有の設定ファイルを選択します。

• /cos/docsis/file/3.0：DOCSIS 3.0に固有の設定ファイルを選択します。

• /cos/docsis/file/3.1：DOCSIS 3.1に固有の設定ファイルを選択します。

• /cos/docsis/file/3.1/ipv4：IPv4モードで DOCSIS 3.1に固有の設定ファイルを選択します。

• /cos/docsis/file/3.1/ipv6：IPv6モードで DOCSIS 3.1に固有の設定ファイルを選択します。

PacketCableサービスクラスを追加するときに、以前に追加されたファイルの名前になる値を持つ
/cos/packetCableMTA/fileプロパティを指定する必要があります。このファイルは、このサービス
クラスを持つ PacketCableデバイスのプロビジョニング時に使用されます。

CableHomeWAN-MANサービスクラスを追加するときに、以前に追加されたファイルの名前にな
る値を持つ /cos/cableHomeWanMan/fileプロパティを指定する必要があります。このファイルは、
このサービスクラスを持つ CableHome WAN-MANデバイスのプロビジョニング時に使用されま
す。

（注）

ステップ 7 サービスクラスにプロパティを追加するには、[Save（保存）]をクリックします。
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ステップ 8 もう一度 [Submit（送信）]をクリックしてプロセスを終了します。

サービスクラスを送信後、[Manage Class of Service（サービスクラスの管理）]ページを表示して、特定の
デバイスタイプに新しく追加されたサービスクラスを示します。

サービスクラスの変更

さまざまなプロパティを選択し、適切なプロパティ値を割り当てることで、サービスクラスを

変更します。最初にサービスクラスを作成するとき、すべての必要なプロパティを選択し、値

を割り当て丸必要があります。間違えた場合や、特定のサービスクラスの変更にビジネス要件

がある場合、以前の変更を送信する前にプロパティ値を変更したり、プロパティ名：値ペアを

一緒に削除したりできます。

サービスクラスオブジェクトへの変更によりConfiguration Regeneration Service（CRS）をトリ
ガし、すべての影響するデバイスの設定を再生成し、DPEに設定を送信します。CRSは、バッ
クグラウンドジョブとしてこのタスクを実行します。

[View RDU Details（RDUの詳細の表示）]ページから CRSのステータスを表示できます。

（注）

サービスクラスのプロパティを変更するには、特定のデバイスタイプのサービスクラスを選

択します。必要な変更を行い、[Submit（送信）]をクリックします。

サービスクラスに追加された各プロパティは、[Submit（送信）]をクリックすると表示されます。その
後、確認ページが表示され、選択したサービスクラスを持つデバイスの設定を再生成します。

サービスクラスの削除

既存のサービスクラスを削除できますが、その前にデバイスがサービスクラスに関連付けら

れていないことを確認します。サービスクラスを削除するには、削除する特定のデバイスタ

イプのサービスクラスを選択し、[Delete（削除）]をクリックします。

削除する必要があるサービスクラスに多数のデバイスが関連付けられている場合、プライム

ケーブルプロビジョニングアプリケーションプログラミングインターフェイス（API）を使
用して、これらのデバイスを通して反復するプログラムを書き込み、別のサービスクラスをデ

バイスに再度割り当てます。

ヒント
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デフォルトのサービスクラスとして設計されている場合や、デバイスが関連付けらている場

合、サービスクラスを削除できません。したがって、unprovisioned-docsisサービスクラスオ
ブジェクトを削除することはできません。

（注）

カスタムプロパティの設定
カスタムプロパティにより、RDUデータベースに保存する追加のカスタマイズ可能なデバイ
ス情報を指定することができます。カスタムプロパティを設定するには、[Configuration（設
定）] > [CustomProperty（カスタムプロパティ）]をクリックします。[ManageCustomProperties
（カスタムプロパティの管理）]ページが表示され、このページを使用してカスタムプロパ
ティを追加または削除します。

現在使用しているカスタムプロパティを削除できますが、それにより予期しない動作が発生す

る可能性があります。

注意

カスタムプロパティを追加するには、[Add（追加）]をクリックします。プロパティの名前と
タイプを指定することに加えて、プロパティを暗号化する必要があるか指定できます（[Encrypt
Property（暗号化プロパティ）]のチェックボックスをチェック)。これにより、プロパティが
[Property Encryption（プロパティ暗号化）]ページにも表示されます（プロパティの暗号化（
26ページ）を参照）。

カスタムプロパティを定義した後は、プロパティ階層で使用できます。PropertyHierarchyを参
照してください。

デフォルトの設定
地域配信ユニット（RDU）、Prime Network Registration拡張、すべてのサポートされているテ
クノロジーを含む、システム全体のデフォルト設定にアクセスできます。デフォルト設定を設

定または表示するには、[Configuration（設定）] > [Defaults（デフォルト）]をクリックしま
す。[Configure Defaults（デフォルトの設定）]ページが表示されます。

特定のデフォルトページにアクセスするには、画面の左側にあるデフォルトリンクから特定

のリンクをクリックします。

この章の内容は次のとおりです。

• CableHome WANのデフォルト（5ページ）

•コンピュータのデフォルト（6ページ）

• DOCSISのデフォルト（7ページ）

• Network Registrar Defaults（9ページ）
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• PacketCableデフォルト（11ページ）

• RDU Defaults（12ページ）

•システムのデフォルト（15ページ）

• STBデフォルト（18ページ）

• c_eRouter_Defaults.xml

• RPD Defaults（19ページ）

CableHome WANのデフォルト
2つの異なる CableHome WANデフォルト画面：1個はWANデータデバイス用、もう 1個は
WAN-MANデバイス用です。どちらの場合も、左ペインのリストから目的のデフォルトを選
択します。

• CH WANデータデフォルトリンクを選択すると、[WAN-Data Defaults（WANデータデ
フォルト）]ページが表示されます。WANデータデバイスを設定するには、このページ
を使用します。

• CH WAN-MANデフォルトリンクを選択すると、[WAN-Data Defaults（WAN-MANデフォ
ルト）]ページが表示されます。WAN-MANデバイスタイプを設定するには、このページ
を使用します。

各WANデフォルトページには、次の表の説明と同じフィールドがが含まれています。

表 1 :デフォルトの設定：CH WAN-Data/CH WAN-MANデフォルトページ

説明フィールドまたはボタン

CableHome WANデータデフォルト/CableHome WAN-MANデフォルト

WANデバイスの設定を生成するときに、実行
する拡張ポイントを識別します。

拡張ポイント

WANデバイスの中断を実行する拡張ポイント
を識別します。

中断拡張ポイント

デバイスに必要なDHCP条件とサービスクラ
スを判断するために使用する拡張機能を特定

します。

サービスレベル選択拡張ポイント

WANデータの現在のデフォルトサービスク
ラスを識別します。新規の認識されていない

WANデバイスは、このサービスクラスに割
り当てられます。ドロップダウンリストを使

用して、新しいデフォルト値を選択します。

デフォルトのサービスクラス

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
5

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定

CableHome WANのデフォルト

c_eRouter_Defaults.xml


説明フィールドまたはボタン

特定のデバイステクノロジーの現在のデフォ

ルト DHCP条件を特定します。新規の認識さ
れていないWANデバイスには、このデフォ
ルト DHCP条件が割り当てられます。ドロッ
プダウンリストを使用して、新しいデフォル

ト値を選択します。

デフォルトの DHCP条件

デバイスのホストとドメイン名を自動的に生

成します。2つの選択可能なオプションがあり
ます。

•有効：FQDNの自動生成が有効になって
います。

•無効：FQDNの自動生成が無効になって
います。

詳細については、自動FQDN生
成を参照してください。

（注）

自動 FQDN生成

動的 TFTPファイル名を生成するために使用
する Groovyスクリプトを識別します。

このフィールドは、CableHomeWAN
MANデフォルトリンクを選択する
場合にのみ表示されます。

（注）

CableLabs設定ファイル名スクリプト

コンピュータのデフォルト

[Computer Defaults（コンピュータデフォルト）]リンクを選択するとき、プライムケーブル
プロビジョニングでサポートされているコンピュータに現在適用されているデフォルト値のリ

ストが表示されます。このページに表示されるフィールドの説明については、『表 1 :デフォ
ルトの設定：CH WAN-Data/CH WAN-MANデフォルトページ（5ページ）』を参照してく
ださい。

デフォルトサービスクラスまたはデフォルト DHCP条件を変更することで、再生成が発生し
ます。このページに加えられたその他の変更は、既存のデバイスに影響しません。

（注）
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DOCSISのデフォルト
[DOCSIS Defaults（DOCSISデフォルト）]リンクを選択するとき、プライムケーブルプロビ
ジョニングでサポートされているケーブルモデムに現在適用されているデフォルト値のリスト

が表示されます。このページのフィールドは、表 1 :デフォルトの設定：CH WAN-Data/CH
WAN-MANデフォルトページ（5ページ）で説明されているフィールドと同じです。これ
らは、このページに表示される追加のフィールドであり、次の表で説明されています。

表 2 :デフォルトの設定：DOCSISデフォルトページ

説明フィールドまたはボタン

TFTPモデムアドレスオプションが有効になっているか特定しま
す。

TFTPモデムアドレスオプ
ション

TFTPサーバがタイムスタンプを発行するか特定します。TFTPタイムスタンプオプ
ション

このページで TFTPオプションの一方または両方を有効にすると、DOCSISケーブ
ルモデムに送信される前に、TFTPファイルに適切な TFTP情報が含まれます。

（注）

プライムケーブルプロビジョニングを設定ファイルのCMTSMIC
の計算に使用する文字列を識別します。CMTSでは、認証のため
CMTSにケーブルモデムが送信する設定ファイルの認証にこれを
使用します。

CMTS共有秘密鍵

すべてのCMTSで使用されるデフォルトのDOCSISバージョンを
指定します。このフィールドにDOCSISバージョンを入力しない
場合、バージョン 1.0がデフォルトになります。

CMTSデフォルトDOCSIS
バージョン

CMTSで使用されているマッピングファイルを識別します。この
ファイルは、CMTSが使用する DOCSISバージョンを指定しま
す。

CMTSバージョンマッピ
ングファイルへのリレー

エージェント IPアドレス

拡張 CMTS MIC（EMIC）オプションが有効になっているか特定
します。

このフィールドが有効になっている場合にのみ、このセ

クションで後続のフィールドが表示されます。

（注）

拡張 CMTS MICオプショ
ン
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説明フィールドまたはボタン

EMIC計算のためデフォルトのハッシュベースメッセージ認証
コード（HMAC）タイプを識別します。

次の HMACタイプのいずれかを選択します。

• MD5

• MMH16

デフォルトでは、MMH16は EMIC計算に使用され
ます。

（注）

拡張 CMTS MIC HMACタ
イプ

拡張 CMTS MICダイジェスト明示ダイジェストオプションが有
効になっているか特定します。

デフォルトでは、拡張CMTSMIC明示ダイジェストはEMIC計算
に使用されます。

拡張 CMTS MICダイジェ
スト明示オプション

プライムケーブルプロビジョニングを設定ファイルの拡張CMTS
MICの計算に使用する文字列を識別します。CMTSでは、認証の
ため CMTSにケーブルモデムが送信する設定ファイルの認証に
これを使用します。

拡張 CMTS MIC共有秘密
鍵

すべての DOCSISデバイスにデュアルスタックモードを有効ま
たは無効にします。

デュアルスタックモード

デバイス中断に使用される IPアドレスの設定を特定します。この
プロパティは、デュアルスタックモードが有効になっている場

合のみ該当します。デフォルトで、デュアルスタックデバイス

中断設定モードは [Dual-stack（デュアルスタック）]に設定され
ています。.

次のデバイス中断設定モードのいずれかを選択します。

• IPv4：IPv4アドレスを使用してデバイスをリセットします。
• IPv6：IPv6アドレスを使用してデバイスをリセットします。
•デュアルスタック：IPv4および IPv6アドレスの両方を使用
してデバイスをリセットします。

デュアルスタック中断設

定モード

RDUで設定可能な IP優先順位値を識別します。この値は IPアド
レス（IPv4または IPv6）を制御します。これは eUEにより取得
され、プロビジョニングフローに使用されます。詳細について

は、IP設定オプションの設定を参照してください。

IP優先順位モードの制御

デフォルトサービスクラスまたはデフォルト DHCP条件を変更することで、再生成が発生し
ます。TFTPオプションへの変更は、次の TFTP転送から開始できます。

（注）
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Network Registrar Defaults
プライムケーブルプロビジョニングはPrimeNetworkRegistrar（NR）拡張ポイントを提供し、
これによりプライムケーブルプロビジョニングが受信DHCPパケットから情報をプルしてデ
バイスのテクノロジーを検出します。拡張ポイントでは、プライムケーブルプロビジョニン

グが DPEに保存されている設定に対応するオプションで、デバイス DHCP要求に応答できま
す。

[RPD Defaults（RPDデフォルト）]リンクを選択するとき、Prime Network Registrar拡張に現在
適用されているデフォルト値のリストが表示されます。次の表では、このページに表示される

フィールドを説明します。

表 3 :デフォルトの設定：Network Registrarデフォルトページ

説明フィールドまたはボタン

NR拡張ポイントの設定（Cisco BAC 4.0以降）

NetworkRegistrarDHCPv4要求ディクショナリ
が Network Registrar拡張に含める必要がある
属性のカンマ区切りリストを特定し、RDUに
要求を送信してデバイス設定を生成します。

このフィールドのデフォルト値は、リレーエー

ジェントリモート IDオプションです。この
フィールドに relay-agent-remote-id値を設定
しない場合、NetworkRegistrar拡張機能は設定
の生成要求のトリガからデバイスを拒否しま

す。

DHCPv4要求ディクショナリに必要な属性

RDUに要求を送信してデバイス設定を生成す
るときに、NetworkRegistrarDHCPv4要求ディ
クショナリがバイトとしてプルする属性のカ

ンマ区切りリストを特定します。

バイトとして DHCPv4要求ディクショナリか
らの属性

RDUに要求を送信してデバイス設定を生成す
るときに、NetworkRegistrarDHCPv4要求ディ
クショナリが文字列としてプルする属性のカ

ンマ区切りリストを特定します。

文字列として DHCPv4要求ディクショナリか
らの属性

NetworkRegistrarDHCPv6要求ディクショナリ
が Network Registrar拡張に含める必要がある
属性のカンマ区切りリストを特定し、RDUに
要求を送信してデバイス設定を生成します。

このフィールドのデフォルト値は [none（な
し）]です。

DHCPv6要求ディクショナリに必要な属性

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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説明フィールドまたはボタン

NetworkRegistrarDHCPv6要求ディクショナリ
が Network Registrar拡張に含める必要がある
DHCPオプションのカンマ区切りリストを指
定し、RDUに要求を送信してデバイス設定を
生成します。

DHCPv6要求ディクショナリに必要なオプショ
ン

RDUに要求を送信してデバイス設定を生成す
るときに、NetworkRegistrarDHCPv6要求ディ
クショナリがバイトとしてプルする属性のカ

ンマ区切りリストを特定します。

バイトとして DHCPv6要求ディクショナリか
らの属性

RDUに要求を送信してデバイス設定を生成す
るときに、NetworkRegistrarDHCPv6要求ディ
クショナリがバイトとしてプルする DHCPオ
プションのカンマ区切りリストを指定します。

バイトとして DHCPv6要求ディクショナリか
らのオプション

Network Registrar DHCPv6リレーディクショ
ナリが Network Registrar拡張に含める必要が
ある属性のカンマ区切りリストを特定し、RDU
に要求を送信してデバイス設定を生成します。

このフィールドのデフォルト値は、

peer-addressです。

DHCPv6リレーディクショナリに必要な属性

Network Registrar DHCPv6リレーディクショ
ナリが Network Registrar拡張に含める必要が
ある DHCPオプションのカンマ区切りリスト
を特定し、RDUに要求を送信してデバイス設
定を生成します。

DHCPv6リレーディクショナリに必要なオプ
ション

Network Registrar DHCPv6リレーディクショ
ナリが Network Registrar拡張にバイトとして
プルする属性のカンマ区切りリストを特定し、

RDUに要求を送信してデバイス設定を生成し
ます。

バイトとしてDHCPv6リレーディクショナリ
からの属性

Network Registrar DHCPv6リレーディクショ
ナリが Network Registrar拡張にバイトとして
プルする DHCPオプションのカンマ区切りリ
ストを特定し、RDUに要求を送信してデバイ
ス設定を生成します。

バイトとしてDHCPv6リレーディクショナリ
からのオプション

NR拡張ポイント環境の設定

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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説明フィールドまたはボタン

RDUに要求を送信してデバイス設定を生成す
るときに、NetworkRegistrar環境ディクショナ
リが文字列としてプルする属性のカンマ区切

りリストを特定します。

環境ディクショナリからの属性

このページへの変更は、PrimeNetworkRegistrar拡張がリロードされるまで有効になりません。（注）

PacketCableデフォルト
[PacketCable Defaults（PacketCableデフォルト）]ページでは、PacketCable音声テクノロジーを
サポートするために必要なデフォルトを特定します。PacketCableのデフォルトのリンクを選択
すると、現在 PacketCableデバイスに適用されているデフォルト値のリストが表示されます。
このページのフィールドは、表 1 :デフォルトの設定：CH WAN-Data/CH WAN-MANデフォル
トページ（5ページ）で説明されているフィールドと同じです。これらは、このページに表
示される追加のフィールドであり、次の表で説明されています。

表 4 :デフォルト：PacketCableのデフォルトページ設定

説明フィールドまたはボタン

秒単位で SNMP設定タイムアウトを特定しま
す。

SNMPタイムアウト

MTAイベントが発生していることを通知しま
す。選択された選択肢に基づいて、MTAがプ
ロビジョニング完了情報を送信する際にイベ

ントが発生します。利用可能なオプションは

下記の通りです。

• On Failure

• On Success

•プロビジョニング時

• Always

• Never

MTAプロビジョニング通知

すべての PacketCableデバイスにデュアルス
タックモードを有効または無効にします。

デュアルスタックモード

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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説明フィールドまたはボタン

デバイス中断に使用される IPアドレスの設定
を特定します。このプロパティは、デュアル

スタックモードが有効になっている場合のみ

該当します。デフォルトで、デュアルスタッ

クデバイス中断設定モードは[Dual-stack（デュ
アルスタック）]に設定されています。.

次のデバイス中断設定モードのいずれかを選

択します。

• IPv4：IPv4アドレスを使用してデバイス
をリセットします。

• IPv6：IPv6アドレスを使用してデバイス
をリセットします。

•デュアルスタック：IPv4および IPv6アド
レスの両方を使用してデバイスをリセッ

トします。

デュアルスタック中断設定モード

RDU Defaults
RDUのデフォルトのリンクを選択すると、RDUが設定されているデフォルトの設定が表示さ
れます。ここの設定は、Prime Network Registrarと通信するための RDU設定に応じて変更可能
です。詳細については、『CiscoPrimeNetworkRegistrar End-UserGuides』を参照してください。

次の表で、RDUデフォルトページに表示されるフィールドを説明します。

表 5 :デフォルトの設定：RDUデフォルトページ

説明フィールドまたはボタン

その他のテクノロジー拡張ポイントが実行さ

れる前に実行される一般的な拡張ポイントを

特定します。

設定拡張ポイント

デバイス DHCP検出デバイス要求から抽出さ
れた情報に基づいて、デバイスタイプ（例：

DOCSISまたはコンピュータ）を決定するた
めに使用される拡張ポイントを識別します。

デバイス検出拡張ポイント

RDUパブリッシングプラグインに使用する拡
張ポイントを識別します。この情報は、もう

1つのデータベースに RDUデータを公開する
必要がある場合に役立ちます。

パブリッシング拡張ポイント

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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説明フィールドまたはボタン

上記の 4つのフィールドに一覧になっている
JARファイルで、クラスを検索する順序を指
定します。

拡張ポイント JARファイル検索の順序

障害が発生したデバイスの許容可能な最大割

合を識別します。許容値は 0.0～ 100.0%で
す。デフォルトでは、この値は0.0%に設定さ
れています。

再生成障害のしきい値のパーセンテージ

再生成障害のしきい値のパーセンテージが超

過するとき、設定再生成サービス（CRS）が
一時停止しているか特定します。次の 2つの
オプションがあります。

•有効化：障害しきい値のパーセンテージ
を超過すると、CRSを自動的に一時停止
します。

•無効化：CRSはデバイスの残りの設定を
引き続き再生成します。

デフォルトでは、障害のしきい値を超える時

点での一時停止が有効になります。

障害のしきい値を超える時点で一時停止

デフォルトでは、スクリプトコンパイルモー

ドが有効になっていると、ファイル追加中に

スクリプトがコンパイルしキャッシュされま

す。

スクリプトの再コンパイル

ユーザーに許可される最大セッション数を指

定します。1 ~ 100の任意の値を指定すること
ができます。このプロパティのデフォルト値

は 100です。このプロパティの値がユーザー
に割り当てられていない場合、RDUデフォル
トで使用可能な値と見なされます。

ユーザー 1人あたりのセッション数

使用される認証モードを識別します。次のオ

プションがあります。

•有効化：Radiusサーバを使用してユーザー
を認証します。

•無効化：ローカル RDUデータベースに
ユーザーを認証します。

RADIUS認証の有効化

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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radius認証の設定詳細

次の表に、Radius認証の設定に必要なフィールドを示します。

表 6 :デフォルトの設定：RDUのデフォルトページ：サーバ認証モードプロパティの詳細：RADIUSモード

説明フィールドまたはボタン

RADIUSサーバのプライマリ IPアドレスを特
定します。

プライマリホスト

RADIUSサーバユーザーを認証する際に使用
される共有秘密鍵を特定します。

プライマリ SharedSecret

Radiusサーバのプライマリ認証ポート番号を
特定します。デフォルトのポート番号は 1812
です。

プライマリポート

オプションでRadiusサーバのセカンダリ IPア
ドレスを特定します。

セカンダリホスト：

オプションでRADIUSサーバユーザーを認証
する際に使用されるセカンダリ共有秘密鍵を

特定します。

セカンダリ SharedSecret

オプションで Radiusサーバのセカンダリ認証
ポート番号を特定します。

セカンダリポート

RDUサーバに接続する際に RDUが応答を待
機する最大時間長を指定します。値はミリ秒

単位で指定され、デフォルト値は1000ミリ秒
です。値は 1000 ~ 5000ミリ秒で指定できま
す。

タイムアウト

RDUがRadiusサーバへの接続を試行する最大
回数を指定します。デフォルト値は 1で、1-5
に変更できます。

リトライ

Radiusのタイムアウトが 10000ミリ秒を超える場合、プライムケーブルプロビジョニング認
証は失敗します。Radiusのタイムアウトと再試行回数は、10000ミリ秒を超えないように設定
する必要があります。

（注）
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システムのデフォルト

システムデフォルトリンクを選択すると、[SystemDefaults（システムデフォルト）]ページが
表示されます。次の表で、このページに表示されるフィールドを説明します。

ユーザーはプライムケーブルプロビジョニング APIを使用してデフォルト値を設定できま
す。

（注）

表 7 :システムのデフォルトページを設定します

説明フィールドまたはボタン

システムのデフォルト

SNMP情報を必要とするデバイスのデフォル
ト書き込みコミュニティ文字列を識別します。

デフォルトの書き込みコミュニティ文字列は

privateです。

SNMP Write Community String

SNMP MIBを読み取りまたはアクセス可能な
デバイスのデフォルト読み取りコミュニティ

文字列を特定します。デフォルトのコミュニ

ティ文字列は publicです。

SNMP Read Community String

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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説明フィールドまたはボタン

RDUに登録されていないデバイスのデフォル
トのデバイスタイプを識別します。オプショ

ンは次のとおりです。

• DOCSIS

•コンピュータ

• PacketCableMTA

• STB

• CableHomeWanMan

• CableHomeWanData

• eRouter

• RPD

デバイス検出拡張機能によりデバイ

スタイプを特定できない場合、「デ

フォルトタイプ」（たとえば、コン

ピュータ）は、デバイスタイプを指

定します。[None（なし）]にデフォ
ルトのデバイスタイプを設定する

と、デバイスのレコードは RDUに
追加されません。

（注）

デバイス検出のデフォルトデバイスタイプ

任意の時点で、トラブルシューティング可能

なMACアドレス（デバイス）の最大数を示し
ます。

最大診断デバイス数

RDUを再起動する必要がない RDUで使用さ
れているMIBのリストを識別します。

MIBの一覧

RDUで使用されているMIBの拡張リストを識
別します。

補足MIBリスト

MIBで再定義不可能なこれらのキーワードま
たはトークンを定義します。

除外MIBトークン

MIBで再定義不可能であり、除外MIBトーク
ンリストに表示されないこれらのキーワード

またはトークンを定義します。

除外補足MIBトークン

混合モードポリシー設定

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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説明フィールドまたはボタン

混合モードの CableHome WANデータのデバ
イスを有効または無効にします。

CableHome WanData混合モード

混合モードでCableHomeWAN-MANデバイス
を有効または無効にします。

CableHome WanMan混合モード

混合モードでコンピュータを有効または無効

にします。

コンピュータ混合モード

混合モードでPacketCableデバイスを有効また
は無効にします。

PacketCable混合モード

混合モードで STBを有効または無効にしま
す。

STB混合モード

混合モードでWANデータデバイスのプロビ
ジョニングに使用される DHCP条件を特定し
ます。

CableHome WanData混合モード DHCP条件

混合モードでWAN-MANデバイスのプロビ
ジョニングに使用される DHCP条件を特定し
ます。

CableHome WanMan混合モード DHCP条件

混合モードでコンピュータをプロビジョニン

グするための DHCP条件を特定します。
コンピュータ混合 DHCP条件

混合モードで PacketCableデバイスのプロビ
ジョニングに使用される DHCP条件を特定し
ます。

Packetcable混合 DHCP条件

混合モードで STBをプロビジョニングするた
めの DHCP条件を特定します。

STB混合 DHCP条件

混合モードでWANデータデバイスのプロビ
ジョニングに使用されるサービスクラスを特

定します。

CableHome WanData混合サービスクラス

混合モードでWAN-MANデバイスのプロビ
ジョニングに使用されるサービスクラスを特

定します。

CableHome WanMan混合サービスクラス

混合モードでコンピュータのプロビジョニン

グに使用されるサービスクラスを特定します。

コンピュータ混合サービスクラス

混合モードで PacketCableデバイスのプロビ
ジョニングに使用されるサービスクラスを特

定します。

Packetcable混合サービスクラス
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説明フィールドまたはボタン

混合モードで STBのプロビジョニングに使用
されるサービスクラスを特定します。

STB混合サービスクラス

動的 TFTPファイル名を生成するために使用
する Groovyスクリプトを識別します。

CableLabs設定ファイル名スクリプト

混合モードで eRouterを有効または無効にしま
す。

eRouter混合モード

混合モードで eRouterをプロビジョニングする
ための DHCP条件を特定します。

eRouter混合モード DHCP条件

混合モードで eRouterのプロビジョニングに使
用されるサービスクラスを特定します。

eRouter混合サービスクラス

STBデフォルト
STBのデフォルトページでは、CableLabs OpenCable Application Platformに準拠する STBをサ
ポートするために必要な、これらのデフォルトを特定します。このページには、表 1 :デフォ
ルトの設定：CH WAN-Data/CH WAN-MANデフォルトページ（5ページ）で説明されてい
るのと同じフィールドを含みます。これらは、このページに表示される追加のフィールドであ

り、次の表で説明されています。

表 8 :デフォルトの設定：STBデフォルトページ

説明フィールドまたはボタ

ン

すべてのSTBデバイスにデュアルスタックモードを有効または無効
にします。

デュアルスタックモー

ド

後続のデバイス設定には実行した変更が含まれます。ただし、すべての既存の設定は変更され

ません。既存の設定に変更するには、APIを使用して設定を再生成する必要があります。
（注）

eRouter Defaults
表 9 :デフォルトの設定：eRouterデフォルトページ

説明フィールドまたはボタ

ン

デフォルトでは、無効に設定されています。デュアルスタックモー

ド：有効/無効

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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説明フィールドまたはボタ

ン

デバイス中断に使用される IPアドレスの設定を特定します。このプ
ロパティは、デュアルスタックモードが DOCSISデフォルトおよび
eRouterデフォルトで有効になっている場合のみ該当します。デフォ
ルトで、デュアルスタックデバイス中断設定モードは [Dual-stack
（デュアルスタック）]に設定されています。.

次のデバイス中断設定モードのいずれかを選択します。

• • IPv4：デバイス背後で IPv4アドレスを使用してデバイスをリ
セットします。

• • IPv6：デバイス背後で IPv6アドレスを使用してデバイスをリ
セットします。

• •デュアルスタック：デバイス背後で IPv4および IPv6アドレス
の両方を使用してデバイスをリセットします。

デュアルスタック中断

優先モード：IPv4/IPv6/
デュアルスタック

RPD Defaults
[RPDDefaults（RPDデフォルト）]リンクを選択するとき、プライムケーブルプロビジョニン
グでサポートされている RPDに現在適用されているデフォルト値のリストが表示されます。
このページに表示されるフィールドの説明については、『表 1 :デフォルトの設定：CH
WAN-Data/CH WAN-MANデフォルトページ（5ページ）』を参照してください。

デフォルトサービスクラスまたはデフォルト DHCP条件を変更することで、再生成が発生し
ます。このページに加えられたその他の変更は、既存のデバイスに影響しません。

（注）

DHCP条件の設定
プライムケーブルプロビジョニングでは、プライムネットワークレジスタの範囲を選択する

ときに、DHCP条件はデバイスの特定の条件を説明します。たとえば、provisioned-docsisと呼
ばれる DHCP条件には、tagProvisionedと呼ばれる包含的な選択項目タグがあります。DHCP
の条件は、DOCSISモデムに関連付けられています。このモデムがプライムネットワークレ
ジスタから IPアドレスを要求するとき、プライムネットワークレジスタは範囲選択タグ
tagProvisionedに関連付けられている範囲を検索します。

DHCP条件のページにアクセスするには、[Configuration] > [DHCP Criteria]を選択します。
[Manage DHCP Criteria]ページが表示されたら、追加したテクノロジー DHCP条件を特定する
DHCP条件の一覧を表示します。
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DHCP条件の追加
DHCPの条件を追加するには：

ステップ 1 [Manage DHCP Criteria]ページで、[追加]をクリックします。

ステップ 2 作成する DHCP条件の名前を入力します。

ステップ 3 DHCP条件クライアントクラス名を入力します。

ステップ 4 包括および除外選択タグを入力します。

新しい DHCP条件を作成する場合、入力するクライアントクラスと包括および除外選択タグ名
は、Network Registrar内から正確な名前である必要があります。クライアントクラスと選択タグ
の詳細については、/docs ディレクトリの『Cisco Prime Network Registrar End-User Guides』および
CLIFrame.htmlを参照してください。新しい DHCP条件を作成する場合、クライアントクラス、
包括および除外選択タグ名のどちらかを指定する必要があります。

（注）

[Assign Domain]をクリックし、属するプロパティにドメインを選択します。[Apply]をクリックして、変
更内容を保存します。

ドメイン管理およびドメイン割り当てに関連するオプションは、デフォルトでは入力されていま

せん。詳細については、ドメインの追加を参照してください。

（注）

ステップ 5 選択したDHCP条件に新しいプロパティを追加するには、[Add Property]をクリックします。ドロップダウ
ンリストからプロパティを選択し、値を入力します。[Save]をクリックします。

ステップ 6 [Add]をクリックします。

ステップ 7 [Submit]をクリックします。

RDUデータベースに DHCP条件が正常に追加されると、[Manage DHCP Criteria]ページに表示されます。

DHCP条件の変更

DHCPの条件を変更すると、後続のデバイス設定には実行した変更が含まれます。再起動する
まで、ネットワーク上のデバイスに新しい設定は取得されず、すべての既存の設定を再生成し

ます。

（注）

既存の DHCP条件を変更するには、変更する DHCP条件リンクをクリックします。クライア
ントクラス、包括および除外選択タグ、およびプロパティ値の設定に必要な変更を行います。

[Submit]をクリックします。
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DHCP条件の削除
管理者アプリケーションを使用してDHCP条件を削除しても、DHCPサーバから実際のDHCP
サーバ設定は削除されません。DHCPサーバ設定を手動で削除する必要があります。

既存の条件を削除するには、削除する DHCP条件を選択し、[Delete]をクリックします。

条件に関連付けられているデバイスがなく、デフォルトのDHCP基準として指定されていない
場合にのみDHCP条件を削除できます。DHCPの条件に関連付けられたデバイスがある場合、
条件を削除する前にさまざまな DHCP条件を関連付ける必要があります。

（注）

ファイルの管理
プライムケーブルプロビジョニング Admin UIを使用して、DOCSIS、PacketCable MTAs、
WAN-MANファイルの動的生成、またはデバイスのソフトウェアイメージに、TFTPサーバ
ファイルまたはテンプレートファイルを管理できます。このページを使用して、次を含むファ

イルタイプを追加、削除、置換、またはエクスポートします。

• Template files：特定のサービスクラスで使用され、動的ファイル生成を提供するとき、
DOCSIS、PacketCable、またはCableHomeオプションと値を含むテキストファイルです。

テンプレートファイルはテキストエディタで作成可能ですが、

tmplファイルタイプが必須です。テンプレート情報の詳細につい
ては、テンプレートを参照してください。

（注）

• Static configuration files：これらのファイルは、デバイスの設定ファイルとして使用されま
す。たとえば、 gold.cmと呼ばれるスタティック設定ファイルは、ゴールド DOCSISサー
ビスクラスを識別します。プライムケーブルプロビジョニングその他のバイナリファイ

ルと同様に、このファイルタイプを扱います。

• Firmware images：デバイスファームウェアのイメージであり、デバイスにダウンロード
し、機能をアップグレードできます。プライムケーブルプロビジョニングは、他のバイ

ナリファイルと同様にこのファイルタイプを扱います。これらのファームウェアイメー

ジは、Ciscoデバイスの IOSイメージを含めることができます。

次の表で、[View Files]ページに表示されるフィールドを説明します。
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表 10 : View Files Page

説明フィールドまたはボタン

プライムケーブルプロビジョニング Admin
UIを使用して、ファイルに実行可能な検索タ
イプを特定します。オプションは次のとおり

です。

• Search by File Name：指定したファイル名
のパターンを使用してファイルを検索し

ます。

• Search by File Type：指定したファイルタ
イプを使用してファイルを検索します。

オプションは次のとおりです。

• FirmwareFile：ファームウェアイメー
ジファイルを指定します。

• CableLabs Configuration File：
CableLabsのスタティック設定ファイ
ルを指定します。

• CableLabs Configuration Script：
CableLabsの設定スクリプトファイル
を指定します。

• CableLabs Configuration Template：
CableLabsの設定テンプレートファイ
ルを指定します。

• CableLabs Configuration Filename
Script：CableLabsのスクリプトで設
定ファイル名を指定します。

• Generic File：一般的なファイルを指
定します。

• JAR File：JARファイルを指定しま
す。

• MIB File：MIBファイルを指定しま
す。

検索タイプ
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説明フィールドまたはボタン

ファイル名またはファイルタイプを識別しま

す。ワイルドカード文字としてアスタリスク

（*）を使用して、部分的なファイル名を検索
します。たとえば、*.cmを入力して、*.cm拡
張子で終わるすべてのファイルを一覧表示で

きます。無効なワイルドカードの例はbronze*
です。

検索基準

検索条件に一致するファイルの一覧が表示さ

れます。

項目を削除する前に、このリストで

選択した項目の左にあるチェック

ボックスをオンにする必要がありま

す。

（注）

ファイル

選択したファイルの詳細を表示します。View

ファイルのタイプを識別します。ファイルタイプ

クライアントのコンピュータに選択したファ

イルをエクスポートします。

Export

ファイルの追加

既存のファイルを追加するには。

ステップ 1 [View Files]ページから [Add]をクリックします。

ステップ 2 ドロップダウンリストから、[File Type]を選択します。

ステップ 3 送信元ファイルへのパスを入力します。

送信元ファイルの正確な名前がわからない場合は、[Browse]をクリックして目的のディレクトリに移動し、
ファイルを選択します。

ステップ 4 ファイルの名前を入力します。

CableLabs設定ファイルまたはファームウェアファイルを追加する場合は、これらの手順を実行するか、
手順 6に進む必要があります。

a) CableLabs設定ファイルまたはファームウェアファイルを追加するときに、DPEに RDUに追加する
ファイルを提供できます。これを行うには、[Is Deliverable]フィールドに対応する [Enabled]ラジオボ
タンをクリックします。
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中にプライムケーブルプロビジョニングセットの各ファイルの成果物のステータスタイプ、CableLabs
設定ファイルまたはファームウェアファイルのみのデフォルト設定を変更することができます。次の

リストでは、各ファイルタイプのデフォルトの提供ステータスを示します。

•ファームウェアファイル：Enabled

• CableLabs設定ファイル：Disabled

• CableLabs設定テンプレート：Disabled

•一般的なファイル：Disabled

• JARファイル：Disabled

• MIBファイル：Disabled

• CableLabs設定スクリプト：Disabled

• CableLabs設定ファイル名スクリプト：Disabled

b) ファームウェアファイルの場合、さらにファイルバージョンとそのバージョンの適切な説明を入力し
ます。

ステップ 5 [Assign Domain]をクリックし、ファイルが所属する必要があるドメインを選択します。[Apply]をクリッ
クして、変更内容を保存します。

ステップ 6 [Submit]をクリックします。`

ファイルサイズは 4 MBまでサポートされます。追加するファイルのサイズが 4 MB以上の場合
は、エラーが表示されます。

（注）

ファイルが追加されたことを示す [View Files]ページが表示されます。

ファイルの削除

既存ファイルを削除するには、検索オプションを使用して削除するファイルを探します。適切

なファイルを選択して、[Delete]をクリックします。

サービスクラスに直接リンクされていないが、サービスクラスにリンクされている別のテン

プレート/groovyファイルで参照されているテンプレートファイルを削除すると、設定の再生
成サービスが失敗します。

注意

関連付けられたサービスクラスを持つファイルは削除することはできません。続行する前に、

サービスクラスの関連付けを削除する必要があります。詳細については、サービスクラスの

設定（1ページ）を参照してください。

（注）
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プロビジョニングデータの発行
プライムケーブルプロビジョニングリアルタイムで外部のデータストアを追跡するプロビジョ

ニングデータを発行する機能があります。これを行うには、目的のデータストアにデータを書

き込むようにプラグインの発行を開発する必要があります。[Manage Publishing]ページでは、
プラグイン名、現在のステータス（有効/無効）、スイッチなどの情報を識別し、有効または
無効にします。

実装に必要なだけのプラグインを有効にできますが、プラグインの発行の使用によりシステム

パフォーマンスが低下する可能性があることに注意してください。

プライムケーブルプロビジョニング発行プラグインは付属していません。独自のプラグイン

を作成し、JARファイルと同じ方法でプライムケーブルプロビジョニングにロードする必要
があります（ファイルの管理（21ページ）を参照）。次に、[Manage Publishing]ページから
プラグインを管理します。

（注）

データストアの変更の発行

プラグイン発行を有効化または無効化するには：

ステップ 1 [Primary Navigation]バーの [Configuration] > [Publishing]を選択します。

ステップ 2 必要なプラグインを有効または無効にするには、適切なステータスインジケータをクリックします。

ステータスをクリックすると、2つの状態をトグルすることに注意してください。

発行プラグイン設定の変更

これらの設定は、個別データストアに RDUのプラグイン設定を保管する際に、プラグイン作
成者にとって便利な方法です。発行プラグイン設定を変更するには：

ステップ 1 [Primary Navigation]バーの [Configuration] > [Publishing]を選択します。

ステップ 2 変更するプラグインに対応するリンクをクリックします。[Modify Publishing Plug-Ins]ページが表示されま
す。

次の表では、[Modify Publishing Plug-Ins]ページに表示されるフィールドを識別します。
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表 11 : [Modify Publishing Plug-Ins]ページ

説明フィールド

発行プラグイン名を識別します。プラグイン

データストアが存在するサーバ名を識別します。Server

データストアが存在するポート番号を識別します。ポート

データストアが存在するサーバの IPアドレスを特定
します。このアドレスは通常、サーバ名に使用され

ていないときに指定されます。

IPアドレス

保存されているデータへのアクセス権を持つユー

ザーを識別します。

User

保存されているデータにアクセスできるユーザーの

パスワードを識別します。

[Password]

上記で入力したパスワードを確認します。Confirm Password

ステップ 3 [Server]、[Port]、[IPAddress]、[User]、[Password]、[ConfirmPassword]フィールドに必要な値を入力します。
これらはすべて必須フィールドであり、続行する前にこの情報を指定する必要があります。

ステップ 4 選択されたプラグインに変更を行う場合は、[Submit]をクリックします。

プロパティの暗号化
デフォルトでは、CoS、DHCP条件、デバイスなどさまざまなエンティティレベルで、カスタ
ムプロパティとデバイスプロパティに割り当てられた値は、文字列、整数、RDUのブール値
などプレーンオブジェクトとして保存されています。データは繊細と考えられるため、プライ

ムケーブルプロビジョニングではこれらのプロパティを暗号化することができます。これら

のプロパティ値が復号化され、APIコールを使用して取得する際に実際のプレーンオブジェク
トとして返されます。

プロパティの暗号化を有効にするには：

ステップ 1 [Primary Navigation]バーで [Configuration] > [Property Encryption]を選択します。

[Property Encryption]ページには、暗号化されたカスタムプロパティを含む暗号化されたすべてのプロパ
ティを一覧表示します。カスタムプロパティの暗号化の詳細については、カスタムプロパティの設定（

4ページ）を参照してください。

ステップ 2 [Property Encryption]ページから暗号化用に新しいプロパティを追加することもできます。[Add Property]
をクリックします。

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
26

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定

プロパティの暗号化



ステップ 3 暗号化するプロパティを選択し、[Save]をクリックします。

デバイスプロパティは、[Property Encryption]ページ経由でのみ暗号化のため追加可能です。

暗号化を無効にするには、[Property Encryption]リストからプロパティを選択し、[Delete]をクリッ
クします。

（注）

CRSの設定
プライムケーブルプロビジョニングAdminUIを使用して、CRS要求をより効率的に管理する
ことができます。プライムケーブルプロビジョニングAdminUIを使用して、CRSを有効化、
無効化、一時停止、再開します。CRSによってキューされた要求を表示、フィルタ、削除でき
ます。これらのタスクを管理するには、適切な権限が付与される必要があります。これらの管

理機能もは RDU API経由で利用できます。

[Manage Configuration Regeneration Service（設定の再生成サービスの管理）]ページは
[Configuration（設定）]メニュー（[Configuration（設定）] > [CRS Management（CRS管
理）]）からキューの CRS要求を管理する詳細とオプションを表示します。

適切なステータスインジケータをクリックして、CRSを有効化、無効化、一時停止、再開し
ます。ステータスをクリックすると、有効化と無効化、実行中と一時停止の状態が切り替わり

ます。CRS状態のいずれかを変更後、RDUを再起動する必要はありません。デフォルトでは、
CRSが有効になっています。

• CRSが[Enabled（有効）]状態になっているとき、CRSの一時停止および再開、キューか
らの CRSの表示、フィルタ、削除、CRS統計情報のモニタなど、その他の CRS要求管理
機能を実行できます。

• CRSが[Disabled（無効）]状態になっているとき、CRSサービス全体がが停止し、キュー
内の既存の要求が自動的にクリアされます。新しい再生成要求は、CRSリクエストキュー
に転記されません。

• CRSが [Running（実行中）]状態になっているとき、CRS要求は CRSキューの上部から
実行され、新規要求がキューに転記されます。

• CRSが[Paused（一時停止）]状態になっているとき、CRS要求の実行は一時停止されま
す。バッチの実行中に CRSが一時停止している場合、CRSは最初に現在のバッチの実行
を完了し、一時停止状態に移動します。ユーザーがキューの CRS要求と同じ CRS要求を
作成する場合、新しい CRS要求に置換されます。一時停止の状態では、すべての新しい
要求は既存の CRSキューに表示されます。
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要求ポリシーとステータスの表示

次の表では、CRSに設定されたポリシーを示します。

表 12 : CRSポリシーとステータス

説明フィールド

CRSごとに障害が発生したデバイスの許容可能な最大割合を識別します。障害が発生したし

きい値パーセン

テージ

障害のしきい値が超過したときに、CRSが一時停止に設定されているか特
定します。

障害のしきい値を

超える時点で一時

停止

実行する保留中の CRS要求数を特定します。Pending Requests

要求統計情報の表示

現在実行しているCRS要求および以前の要求の統計情報が、[ManageConfigurationRegeneration
Service（設定の再生成サービスの管理）]ページに表示されます。要求の実行が完了した場合
のみ、関連する統計情報が [PreviousRequest（以前の要求）]タブに表示されます。要求が同様
の要求に置換されていたり、実行中に削除されている場合、以前の要求とはみなされません。

次の表では、統計情報について説明します。

表 13 : CRS統計情報

説明フィールド

設定の再生成サービスの動作状態を特定します。重要な CRS状態の一部
は以下のとおりです。

•再生成：CRSが現在デバイス設定を再生成していることを示します。

•一時停止：CRSが一時停止していることを示します。

•無効：CRSが無効になっていることを示します。

State

現在実行中の要求の CRS要求 IDを特定します。要求 ID

CRS要求に関連付けられている 1個以上のバッチ IDを特定します。バッチ ID

CRS要求をトリガするタイプ動作を特定します。検索タイプ
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説明フィールド

現在実行中の要求に、正常に再生成されたデバイス設定数を特定します。

次のような状況で一部のデバイスが 2回再生されているため、
再生成されたデバイス設定数は影響を受ける実際のデバイス数

よりも多く表示される場合があります。

（注）

• CRS要求の実行中に CRSが一時停止され、再開します。

• CRSが一時停止し、キュー内の一時停止要求は同じ CRS要
求に置換されます。

デバイスが正常に

再生成されました

現在実行中の要求に、再生成を試行するデバイス設定数を特定します。再生成を試行する

デバイス

現在実行中の要求の経過時間を特定し、これには要求が一時停止した時間

は含みません。

Elapsed Time

1秒あたりに再生成されたデバイス設定数を特定します。再生成

CRS要求の再生成に失敗したデバイス数を特定します。1000個のデバイ
ス要求の設定再生成が完了するごとに値が更新されます。

再生成に失敗した

デバイス

デバイスの CRS要求の設定再生成が 1000個完了した時点で、失敗したデ
バイスの実行中パーセンテージを特定します。ステータスインジケータ

は、CRS要求のデバイスの障害しきい値レベルを示します。

失敗したインター

フェイスのパーセ

ンテージ

RDUが再起動し CRSが無効になってから有効になると、CRS統計情報がリセットされます。（注）

CRS要求の表示

CRS要求は、[Manage Configuration Regeneration Service（設定の再生成サービスの管理）]ペー
ジで作成された順にキューされます。最大 1000個の CRSの要求を一度に Admin UIに表示で
きます。削除する要求を選択し、[Delete（削除）]をクリックすると、CRS要求の一部または
すべてを削除できます。クイックフィルタおよび詳細フィルタオプションを使用して、キュー

から特定の要求を検索します。これらのフィルタオプションは、検索タイプとユーザー名に基

づき、キュー内で CRS要求を検索します。

すべての外部ユーザー名は、[External（外部）]として Admin UIに表示され、 [nul]lとしてロ
グに表示されます。外部ユーザーは、ユーザー名に基づき外部ユーザーによって投稿された

CRS要求を検索できません。

（注）
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CRS操作に必要な権限

[Manage Configuration Regeneration（設定の再生成の管理）]ページを表示しAdminUIからCRS
動作を管理するには、適切な権限が付与される必要があります。

必要な権限タスク

PRIV_CRS_UPDATEおよび PRIV_PROP_UPDATECRSを有効にするには

PRIV_CRS_DELETEおよび PRIV_PROP_UPDATECRSを無効にするには

PRIV_CRS_READ、PRIV_PROPERTY_READ、および
PRIV_RDU_READ

CRSステータスおよび統計情報を表
示するには

PRIV_PROPERTY_READ、PRIV_SYSDEF_READ、
PRIV_SYSDEF_UPDATE、PRIV_USER_SECURITY、
PRIV_CRS_UPDATE、PRIV_CRS_READ、
PRIV_RDU_READ、PRIV_PROPERTY_UPDATE、
PRIV_USER_UPDATE

CRS設定障害しきい値のパーセン
テージと、RDUデフォルトページ
から障害しきい値の超過により一時

停止を変更するには

APIから CRS動作を管理するには、適切な権限が付与される必要があります。

必要な権限タスク

PRIV_CRS_CREATEコマンド IPDevice.regenConfigs()を
実行するには

PRIV_CRS_UPDATEおよび PRIV_PROP_UPDATEプロパティ failureThresholdPercentage
および pauseOnFailureThresholdを設
定するには

Admin UIを使用したプライムケーブルプロビジョニングの設定
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